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グループワークについて

生活なりわいグループ

交通・まちのかおづくりグループ

歴史文化観光グループ

ライフスタイル・ブランディンググループ

Q.エリアの関係者としてあったらいいなという機能や場所を聞かせてください。

Q.交通の接点として、まちの入口としてふさわしい空間を聞かせてください。

Q.那須エリア観光の入口として駅前開発に期待することを聞かせてください。

Q.那須塩原独自の生活スタイルを創ることに必要な要素とは?

目的 ： 那須塩原駅周辺を魅力的なエリアにするための素材・視点・論点を収集

流れ ： ・4つのグループから各々一つを選択。

・グループで各テーマに対する意見・アイデア等を付箋に書き出す。

・書き出した内容をグループ内で共有しディスカッションした後、3～5分間でグループ発表。

※グループのテーマ以外の意見・アイデアも自由に書き出していただいて結構です。

資料3

グループ選択

グループ
ごとに発表

各参加者



ビジョンプロジェクトにおける事業検討の視点

ビジョンプロジェクト 施策の方向※

1 市民が愛し誇れるまち

・

・

・

都市環境の充実

移住・定住施策の強化

玄関口としてのブランド化

2 歴史・文化を感じるまち

・

・

・

歴史・文化の継承（担い手づくり）

共有に向けた教育、イベント開催

文化財の積極的な活用

3 個性を感じるまち

・

・

・

市の魅力の再確認と付加価値

景観の維持・保全と積極的活用

二次交通網の充実・強化

4 自然とテクノロジーが調和するまち

・

・

・

デジタル環境の整備・充実

サテライトオフィス、ワーケーションに係る施策充実

観光施策との連携

5 新たな行政の在り方を示すまち

・

・

・

新庁舎及び駅前空間の整備

周辺道路網・インフラ整備

民間活力の導入

6 時代に選ばれるまち

・

・

・

地方分散等の機運醸成と受け皿となる魅力の創出

自治体間の連携強化

環境政策を通じた課題解決

7 人と共に成長するまち

・

・

・

市民参画プロセスの理解進化と気運醸成

市民参画プロセスの仕組みづくりや担い手づくり

多様な担い手との連携強化

具体的な方策検討の視点

・

・

・

商業施設の立地促進

移住促進・シティプロモーションの推進

ブランディングの推進

・

・

開拓精神を育み、支える体制づくり

歴史・文化を活用したコンテンツ

・

・

・

独自のライフスタイルや文化の創造

那須エリアの顔となる駅前景観形成

市の実態に即した次世代交通網の形成

・

・

・

未来技術の積極的な活用

多様な働き方による関係人口の創出

観光DXの推進

・

・

・

にぎわいの核となる新庁舎の整備

ウォーカブルなエリアづくり

駅周辺のエリアマネジメント体制構築

・

・

・

那須広域での連携強化

グリーンインフラの推進

2050 Sustainable Vision 那須塩原の
推進

・

・

市民活動の促進

人材マッチングの仕組みづくり

※記載を短縮している箇所がある。 2
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方策の掛け合わせによる駅周辺エリアへの事業の実装イメージ

公共空間を活用した
市民主体のにぎわい

活動の支援

観光客
移住者
企業

那須エリアの
観光地へ誘導

ブランディングで
呼び込む

那須エリアの顔となる
グリーンでウォーカブ
ルな駅前景観の形成

民有地の回遊性のある
用途への転換の促進

具体的な方策検討の視点

・

・

・

商業施設の立地促進

移住促進・シティプロモーションの推進

ブランディングの推進

・

・

開拓精神を育み、支える体制づくり

歴史・文化を活用したコンテンツ

・

・

・

独自のライフスタイルや文化の創造

那須エリアの顔となる駅前景観形成

市の実態に即した次世代交通網の形成

・

・

・

未来技術の積極的な活用

多様な働き方による関係人口の創出

観光DXの推進

・

・

・

にぎわいの核となる新庁舎の整備

ウォーカブルなエリアづくり

駅周辺のエリアマネジメント体制構築

・

・

・

那須広域での連携強化

グリーンインフラの推進

2050 Sustainable Vision 那須塩原の推進

・
市民活動の促進

人材マッチングの仕組みづくり
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